




― 授業構成，フィードバック，学生の受講態度と自己評価を手がかりにして ― 
 
Factors influencing how to write scientific papers in the exercises of 
psychological experiments:  course structure, external feedback, motivation,  
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け，前半（ 5 ～ 6 週）は教員側が準備した実験
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a. 実験の理論仮説・実験仮説 b. 手続きのフ
ローチャート c. 方法 要因計画・材料・手続
き d. データの分析 (a) 正規分布との適合
性・ヒストグラム・剰余変数の統制確認  














を具体的にコメントする。      
 
 2 ）大レポート：課題ごとにまとめたレポート

































に， 1 )授業に対する態度  2 )レポート課題へ







































 設問 1 では「課題へのコメントは参考になっ
た」，「レポート課題の量が，多すぎると感じた」
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の自己評価は2011年 7 月19日から 7 月26日の間
に，教員による評価は 7 月27日から 8 月17日の
間に行われた。 






























 レポート評価の「良い」を 3 点，「少し足りな
い」を 2 点，「足りない」を 1 点，「無い，また
は無いと同じ」 0 点として，評価を得点化した。
各評価項目について，学生の自己評価と教員評価
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子の得点の平均値(SD)は，第 1 因子から順に1.9 
(0.49)，2.1 (0.45)，1.5 (0.59)であった。 
 




















表２ レポートの学生自己評価に関する因子分析結果 （主因子法・Promax回転 N=61) 
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 質問紙の設問 3 ，授業に対する態度の17項目
について，因子分析(主因子法・Promax回転)を


















因子の得点(SD)は第 1 因子が3.5(0.74)，第 2 因
子が3.7(0.85)，第 3 因子が3.9(0.64)であった。 
 
 
表３ レポートの教員評価に関する因子分析結果(主因子法・Promax回転, N=82) 
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（５）レポート課題に対する態度の因子分析 
 質問紙の設問  1 ，レポート課題に関する態度
の15項目について，因子分析(主因子法・Promax





第  2 因子は「レポート課題で分からないことが
あれば，教員に質問した」，「興味を持って，レ
表４ 授業に対する態度の因子分析結果 (主因子法・Promax回転 N=82) 
 
 












第 1 因子が4.2 (0.51)，第 2 因子が3.6 (0.67)，




 授業に関する質問紙の設問 2 ，レポートの各
パートをどの程度書けるようになったかの19項
目について，因子分析(主因子法・Promax回転)
を行い， 3 因子15項目を抽出した(表 6 )。第 1 
因子に負荷量の高かった項目は「理論仮説」，「実
験仮説」，「考察：序と結果の対応付け」等であり，








因子の得点(SD)は第 1 因子が2.9 (0.57)，第 2 
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第 1 水準を説明変数とし第 2 水準を被説明変数
とする分析，第 1 ・ 2 水準を説明変数とし第 3 
水準を被説明変数とする分析，第 1 ～ 3 水準を
説明変数とし第 4 水準を被説明変数とする分析，
第 1 ～ 4 水準を説明変数とし第 5 水準を被説明
変数とする分析を行った。いずれの分析も，標準
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付録1 レポートチェックシート 
 
